
   

 

 

  

 

 

  
 

 
 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

本日の出席報告    
寄付金 ニコニコ 

米山記念 

奨学会 

ﾛｰﾀﾘｰ 

財団 

東南 

育英会 

 

55 周年

BOX 会員総数 ３３名 ８月 

20 日 

出席者 出席率 

出席免除会員 ４名 21 名 65.63% 累 計 382,000 0 0 50,000 1,242,000 

 
皆さま、本日も暑い中例会にご出席いただきありがとうございます。 

本日の行事は､クラブフォーラム会員増強委員会です。 

2640 地区から会員増強委員長の末吉亜矢様がお越しくださいました。委員長後ほど 

卓話をよろしくお願いします。8月は“会員増強・新クラブ結成推進月間”です。 

ロータリーの活動は、仲間がいるからこそ成り立っています。奉仕活動も、親睦も、 

学びも、すべて仲間と一緒だからこそ楽しく、また持続できるものとなります。 

振り返ってみれば、私たちがロータリーに入会したきっかけも、ほとんどは“誰かから、声をかけて

もらったこと”ではないでしょうか。 

私の場合は、１０年前に辻本先生から声をかけていただいたことで、今こうしてここでクラブの仲間

と一緒にロータリー活動できているのだと思うと、本当にありがたいことです。 

新しい会員を迎えることは、単に人数が増えるということではありません。新しい視点やアイデアが

加わり、クラブ全体に新しい風が吹き込みます。 

たとえば若い会員が増えれば活気が生まれ、経験豊かな会員からは深い学びをいただけます。ロータ

リーは世代や職業の違いを超えて集まる場ですから、会員が増えること自体がクラブの大きな財産に

なると思います。会員増強というと、「誰かを勧誘しなければ」 とちょっと重たく感じてしまうか

もしれません。でも、決して無理をせず、私たちが普段、自然体でロータリーを楽しみ、その楽しさ

を身近な方に伝えることが一番の会員増強につながっていくのではないかと思います。 

「ロータリーに入って、たのしい仲間に出会えたよ」 

「仲間と一緒に活動して、地域社会に少しでも奉仕できるのがうれしい」 

そんな一言が、きっと相手の心に響きます。 

この 8 月をきっかけに、ご友人、仕事を通じて出会った方々にロータリーの自慢話をしてみてくださ

い。そして「一緒にやってみない？」と気軽に声をかけていただければと思います。 

会員増強は、会員増強委員長、会長や幹事だけが取り組むものではなく、クラブの会員全員で取り組

むものです。 

前期のＩＤＭ各班から会員増強プログラムの提案としてあがった 

・クラブの魅力づくり（ゴルフ以外のサークルを作る、趣味の会など）、まずはサークルへの体験参加 

・入会ハードルを軽減した「ライト会員」の創設 

・例会やＩＤＭ班への体験参加 

・勧誘ポイント（職業分類等）を定めた勧誘 

などを今期実行して、一緒に会員増強に取り組んでいきましょう。 

以上です。 
 



【 委 員 会 報 告 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親睦委員会 山田さち子委員長 
 

                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林君：地区会員増強委員長 末吉亜矢様 本日の卓話 よろしくお願いします。 

皆出席会員表彰：山口君 

小林君：趣旨に賛同して。 

土屋君：末吉増強委員長様、本日はおいで下さり有難うございます。 

本日卓話よろしくお願いします。 

稲葉君：物故会員の追悼 ありがとうございます。 

保田君：今日は暑いです。 

中曽君：末吉様 本日はどうぞ宜しくお願い致します。 

 
① ３件事務局に届いておりますので、各テーブルに一部置いています。 

ご一読頂き、御入用の方はお持ち帰り下さい。  

 ・ロータリー文庫通信 393 号 ポリオ 

 ・当クラブが支援しています虎伏学園より「とらふすだより第 25 号」 

・北野ガバナーより公式訪問お礼状  

② 昨日 8/19(火) 和歌山市内 9RC 会長･幹事会での和歌山県知事表敬訪問 14:30～､ 

和歌山市長表敬訪問を 15:30～に小林会長、幹事の私で出席致しました。 

③ 和歌山中 RC との親睦ゴルフ大会 出欠表を回覧いたします。ご記入いただきますようよろしくお願

い致します。 日時・場所：11 月 1 日(土)受付７:30、スタート 8:28、和歌山カントリークラブ 

④ 10 月 8 日(水)熊本東南 RC 訪問時に会員名簿をお渡しいたします。皆様、ご確認いただきますよ 

う よろしくお願いいたします。 

 

♬ ソング斉唱 ♪  

山田ソング委員長 「四つのテスト」 

先週例会で親睦行事「片男波 

地引網＆バーベキュー」の 

開催日を皆様にお聞きき 

させていただきました。 

１０月１８日(土)10:00～に

決定いたしました。 

皆様のご参加、心よりお待ち

しております。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

会員が減少すると、奉仕活動やクラブを維持する経費が減少するだけでなく、

会運営のマンネリ化や、会員の多様性を図れず、創造性、柔軟な発想が乏しくな

る可能性があります。 

魅力的で活発な会運営を行うためも、会員増強は毎年の大切な課題です。 

2640 地区には、64 のクラブあり、うち 20 名以下は 32 クラブ（50％）あり、

10 名以下は 12 クラブ（19％）にとなっています。日本全体でみても、会員の減

少が進んでいる地域です。 

一方、女性会員比率は、全国平均 7.3％に比べ、8.8％と、平均より高くなっています。 

会員数＝クラブの魅力ではありませんが、多様性が生まれ、役割分担がスムーズに行われ、活発な会運

営を行うには、様々な世代、そして多様性が必要不可欠となります。 

 会員増強は、年間を通して、クラブ全体で行い、候補者のリストアップは毎年引継ぎを行うことで、

将来の会員増強を図ってまいります。一人の会員がお誘いして、その時点で入会に至らなくても、違う

機会、また違う方からのお声がけで入会につながるケースが多々ございます。クラブの会員の皆様の協

力のもと、クラブ全体で会員増強を行うことが成功の鍵だと考えます。 

 また、入会後、１年以内は大切な時期です。入会歴が浅い会員には、クラブに早く馴染んでいただけ

るよう、サポートを行い、退会防止を図ります。そして、入会して間もない会員が、自身の知り合いに

会員増強を行ってくれるケースも多く、会員増強の糸口として、活動に加わっていただきます。 

 様々な会、若手が集まる会にもクラブの代表でどなたかが出席し、その場でお声掛けを行い、入会候

補となられる方の情報をクラブに持ち帰っていただきます。会員増強のお声がけは、現在、他の各種団

体で活動されている方に行うことが最も効果的です。 

普段の広報活動においても、会員向けの情報紙といった内向き発信だけでなく、SNS や他の媒体を

使い、外部に活動の情報発信を行うことで、会の魅力をアピールでき、会員増強に繋がります。入会し

て欲しい世代や団体の方々にクラブの活動を知っていただくための、新たな会員増強策が必要であると

考えます。 

今後とも、国際ロータリークラブ第 2640 地区の会員増強のため、ご協力の程、宜しくお願い申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

       

 


